
日本共産党の地域新開 発行所 :日本共産党夕張市委員会 夕張市千代田 2番地の l TeИhx 52・ 3097  2016年 4月 10日 (日 )1521号  (1)

安
保
関
連
法
（戦
争
法
）施
行
に
抗
議
の

リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ

第4回憲法カフェ&ナイト開催
戦
争

法

の
施

行
開
始

日
と
な

る

３
月

２９
日
、

「
憲
法

を
守

り

い
か
す

夕
張
憲
法
共
同

セ

ン
タ

―

」

の

メ

ン

バ

ー

末

広

・
清
水
沢

・
紅
葉
山

の
３
か
所
で
、
の
べ

２７

名
が
、
戦
争
法

の
廃
止

を
訴
え
ま
し
た
。

暖
か
な
陽
光

の
中
、

横
断
幕
や

ノ
ボ
リ
旗
を

手
に
、
車

で
通
行
す
る

人
た
ち
に
、
戦
争
法

の

施
行
は
許
さ
な

い
。
野

党

の
共
同
で
、
戦
争
法

廃
止
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、

２
０
０
０
万
統

一
署
名

へ
の
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

共
産
党
か
ら
は
、
く

ま
が

い
桂
子
市
議
が
、

夕
張
労
連
か
ら
は
、
熊

谷
泰
昌
事
務
局
長
が
、

空
知
教
組
か
ら
、
斉
藤

秀
昭
支
部
長
が
、
新
婦

人
夕
張
支
部
か
ら
、
滝

口
洋
子
事
務
局
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら

戦
争
法
廃
止

の
必
要
性

を
手
を
振
り
な
が
ら
、

笑
顔

で
訴
え
ま
し
た
。

通
行
中

の
自
家
用
車

や
仕
事
途
中

の
ト
ラ

ッ

ク
運
転
手

の
皆
さ
ん
か

ら
、
激
励

の
手
を
振

っ

て
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し

た
。
戦
争
法
廃
止
を
願

う
多
く
の
人
が
、
野
党

の
共
同
で
、　
一
刻
も
早

く
戦
争
法
を
廃
上
に
し

て
ほ
し
い
と
の
、
思

い

が
伝
わ
り
ま
し
た
。

４
月
ま
で
に
、
日
標

の
１
８
０
０
筆
を
達
成

す
る
と

い
う
熱

い
意
気

込
み
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

統

一
署
名

１
３
３
３
筆
に

署
名

の
現
在
ま
で
の

到
達
点
は
、

１
３
３
３

筆

で
す
。
あ
と
、
残
り

４
６
７
筆
に
ま
で
迫

っ

て
い
ま
す
。

４
月
の
北
海
道

５
区

の
衆
議
院
補
欠
選
挙
で
、

野
党
統

一
候
補

の

「
池

田
ま
き
」
さ
ん
を
国
会

へ
押
し
上
げ
、

７
月
の

参
議
院
選
挙
で
は
、
野

党

４
党

の
議
席
を
大
き

く
伸
ば
す

こ
と
が
、
戦

争
法
廃
止

の
第

一
歩
と

な
り
ま
す
。

気
軽
に
憲
法
を
話

し
合
う
場
、
「
そ
ら
ち
憲

法
カ
フ

エ
＆
ナ
イ
ト
」

の

４

回

目

が

、

岩

見

沢

ｏ
ま
な
み
―
る
で
、

３
月

２５
日
（金
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

中
高
生
。
大
学
生
や
、

も
と
若
者
が
憲
法

の
話

や
ブ
ラ

ッ
ク
バ
イ
ト
の

話
、
日
本

の
奨
学
金
制

度

の
異
常
さ
な
ど
が
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

今

の
若
者
た
ち
が
、

ゆ
が
ん
だ
政
治
体
制

の

中
、

い
か
に
悩
み
苦
し

ん
で
い
る
の
か
が
う
き

ば
り
に
な
り
ま
し
た
。

元
教
員

の
女
性
が
子

連
れ
で
参
加
し
、
会
場

の

一
角
に
は
キ

ッ
ズ

コ

ー
ナ
ー
も
準
備
さ
れ
、

保
育
担
当
者

の
も
と
、

楽
し
げ
に
遊
び
に
夢
中

に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

孫
を
連
れ
た
元
若
者

も
、
参
加
し
５
歳

・
４

歳

ｏ
２
歳

の
幼
子
が
、

元
気
に
駆
け
回

っ
て
い

た

の
が
印
象
的

で
し
た

毎
月
、
第

４
金
曜
日

の
午
後

３
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
、
ど

の
時
間

帯
に
出
入
り
し
て
も
よ

い
そ
う
で
す
。

当
日
は
、
ま
な
み
―

る
で
働
く
若

い
女
性
が

仕
事
後
に
会
場
に
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
に
高
校
生
に
な

る
若
者
は
、

５
月
３
日

の
岩
見
沢
で
予
定
さ
れ

て
い
る
憲
法
集
会
と
パ

レ
ー
ド
に
、
「
軽
ト
ラ

ッ

ク
に
乗

っ
て
、
サ
ウ

ン

ド
ア
ピ
ー

ル
を
や
り
た

い
」
と
熱
く
語

っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
中
高
校

生
に
、　
一
緒
に
参
加
し

て
ほ
し
い
等
と
も
話
し

て
い
ま
し
た
。

く
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次回は4/22(金 )
5/3集会・パレード
後にも計画中です !
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平
成
二
十
七
年
度

三
賞
授
与
式

夕
張
市
文
化
協
会
が
開
催

３
月

２６
日
夕
張
市
文
化

協
会
は
、
ホ
テ
ル
・
シ
ュ
ー

パ

ロ
で
三
賞
授
与
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

【
文
化
協
会
賞
】

５０
周
年
新
春
書
道
絵
画

合
同
展
　
代
表

松
原

攻

【市
長
奨
励
賞
】

夕
張
民
謡
文
化
連
盟

代
表

佐
藤

勝

【教
育
長
奨
励
賞
】

夕
張
高
等
養
護
学
校

（緑
風
展
）
代
表

学
校
長

【
文
化
協
会
奨
励
賞
】

相
馬
　
昭
光

（個
人
、
写
真

サ
ー
ク
ル
）

授
与
者
か
ら
あ

い
さ

つ

と
お
祝

い
の
こ
と
ば
が
述

べ
ら
れ
、
受
賞
者
の
謝
辞
後

祝
賀
の
宴
に
入
り
ま
し
た
。

明

治

４０

年

７

月

　

夕

張

坑

夫

た

ち

の

た

た

か

い

　

⑨

炭

鉱

会

社

　

遂

に

自

旗

を

挙

げ

る

こ

の
事

態

に
慌

て
た

の
が

会

社

側

で

し

た

。
惣

代

を

捕

え

れ

ば

、

坑

夫

た

ち

は

ば

ら

ば

ら

に

な

り

争

議

も

収

ま

る

と

み

て

い
た

の

が

、

逆

に
火

に
油

を

注

い
で

し

ま

い
ま

し

た

。

警

察

に
頼

ん

で
捕

え

て

も

ら

つ
た
惣

代

を

、

今

度

は
釈

放

し

て

ほ

し

い
と

要

請

、

都

合

の
よ

い
話

で
す

。

遂

に
、

七

項

目

の
要

求

も

全

部

認

め

る

と

い
う

回
答

を

し

て
、

即

日

入
坑

就

労

を

頼

み

込

み

ま

す

。

は

じ

め

て

坑

夫

側

の

要

求

は

通

り

、
勝

っ
た

の

で

す

。
）
）
う

し

て

坑

夫

た

ち

は

７

月

２３

日

か

ら

就

労

し

ま

す

。

暴

動

か

ら

組

織

さ

れ

た

聞

い

に

５
月

１
日

に
始

ま

っ
た

夕

張

炭

山

の
た

た

か

い
は

、

賃

金

引

き

上

げ

を

中

心

と

し

て

要

求

を

ほ
ぼ

勝

ち

取

る

こ
と

が

出

来

、

長

い
た

た

か

い
を
終

え

ま

し

た

。

明

治

４。

年

こ

の
時

期

、

別

子

・
足

尾

・
幌

内

が

暴

動

で
終

わ

っ
た

闘

い
と

比

べ

て
、

夕

張

の
た

た

か

い
は

、

二

ヶ
月

間

波

状

的

に

と

り

く

ま

れ

、

特

に
第

二
斜

坑

を

拠

点

に

す

る

組

織

性

な

ど

、

質

的

に
前

進

と

評

価

さ

れ

て

い
ま

す

。

代
償
も
大
き
く

し

か

し

、

会

社

も

黙

っ

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

こ

の

長

期

に

わ

た

っ

て

の

た

た

か

い

を

指

導

し

た

石

井

保

市

、

伊

藤

喜

一
郎

、

大

月

角

助

、

坂

口
角

蔵

の

四

人

の
惣

代

は

、

首

を

切

ら

れ

長

屋

を

追

わ

れ

ま

す

。

惣

代

ば

か

り

で

な

く

、

十

二

人

の
坑

夫

た

ち

（
氏

名

省

略

）

も

解

雇

さ

れ

ヤ

マ
か

ら

追

い

出

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

で

坑

夫

た

ち

の

た

た

か

い

は

、

終

結

し

た

か

の

よ

う

に

見

え

ま

す

。

し

か

し

、
　

一
旦

燃

え

上

が

っ
た

闘

い

の
火

は

簡

単

に

消

せ

ま

せ

ん

。

特

に

解

雇

さ

れ

会

社

を

追

わ

れ

た

坂

口
角

蔵

は

夕

張

に

と

ど

ま

り

、

明

治

４。

年

の

た

た

か

い

の

エ
ネ

ル

ギ

ー

を

大

正

に

と

伝

え

て

い

き

ま

し

た

。

（
こ

の

項

お

わ

り

）

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｔ
Ｐ
Ｐ

『国
会
決
議
違
反
』
が
八
割
．
批
准
阻
上
の
問
い
を

二

月

二

十

日

付

し

ん

ぶ

ん

「
赤

旗

」

の

日

曜

版

で

道

内

Ｊ

Ａ

（
農

協

）

組

合

長

を

対

象

に

し

た

Ｔ

Ｐ

Ｐ

問

題

で

の

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

「
国

会

決

議

違

反

」

と

答

え

た

組

合

長

が

人

割

ｃ

昨

年

の

「
大

筋

合

意

」

以

来

、

安

倍

内

閣

は

政

府

を

上

げ

て

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

政

策

大

綱

を

携

え

て

「
大

丈

夫

だ

！

大

文

夫

だ

！

」

と

「
説

明

」

し

て

き

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

や

つ
ぱ

り

「
国

会

決

議

を

守

れ

な

か

っ
た

」

と

答

え

た

の

は

人

割

、

ほ

ぼ

一
〇

〇

％

が

「
Ｔ

Ｐ

Ｐ

の

影

響

は

重

大

」

と

答

え

、

し

か

も

人

割

を

超

す

組

合

長

が

安

倍

政

権

の
農

業

政

策

に

対

し

「
評

価

し

な

い
」

と

答

え

て

い

る

こ

と

は

、

政

権

に

衝

撃

を

与

え

て

い

る

で

し

ょ

う

。

私

も

国

会

で

質

問

し

た

こ

と

が

、

一果
付

け

ら

れ

る

結

果

で

も

あ

り

、

大

い

に

励

ま

さ

れ

ま

す

。

衆

議

院

で

は

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

特

別

委

員

会

を

設

置

し

、

審

議

を

進

め

よ

う

と

す

る

動

き

が

伝

え

ら

れ

て

い
ま

す

。

国

会

論

戦

と

と

も

に

、

国

民

の

世

論

と

運

動

が

、

批

准

阻

止

へ
情

勢

を

動

か

す

こ

と

に

な

り

ま

す

。と

り

わ

け

、

全

国

注

目

の
中

で

、

迫

っ
て

い

る

衆

議

院

五

区

の
補

欠

選

挙

は

、

地

域

の
特

徴

と

し

て

も

、

札

幌

の

ベ

ツ
ド

タ

ウ

ン
地

域

で

あ

る

と

同

時

に

、

千

歳

・
恵

庭

を

含

む

自

衛

隊

駐

屯

地

が

あ

る

地

域

で

あ

り

、

農

業

地

域

が

広

範

囲

に

広

が

る

と

こ

ろ

で

す

。

選

挙

の

結

果

が

、

安

保

法

に

お

い

て

も

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

に

お

い

て

も

安

倍

政

権

の

戦

略

に

大

き

な

影

響

を

与

え

る

事

は

間

違

い

あ

り

ま

せ

ん

。

安

倍

与

党

勢

力

Ｖ

Ｓ

野

党

と

市

民

の

対

決

構

図

が

鮮

明

で

す

。

野

党

統

一
候

補

の

池

田

ま

き

さ

ん

を

勝

利

さ

せ

、

「
安

保

法

廃

止

！

」

「
Ｔ

Ｐ

Ｐ

阻

止

！

」

「
安

倍

政

権

打

倒

！

」

へ

つ
な

げ

ま

し

ょ

う

！

くずさんの
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